
 

中小企業景況 [ Business Survey of Smaller Enterprises ]

業況 売上 採算 資金繰
１～３月期 ▲ 45.2 ▲ 47.4 ▲ 48.1 ▲ 34.5
４～６月期 ▲ 39.1 ▲ 42.9 ▲ 43.5 ▲ 31.6
７～９月期 ▲ 41.3 ▲ 42.3 ▲ 43.4 ▲ 31.5
10～12月期 ▲ 43.1 ▲ 41.8 ▲ 42.9 ▲ 34.5
１～３月期 ▲ 33.6 ▲ 35.6 ▲ 38.5 ▲ 29.7
４～６月期 ▲ 31.7 ▲ 35.0 ▲ 35.0 ▲ 23.2
７～９月期 ▲ 34.1 ▲ 34.4 ▲ 33.1 ▲ 23.9
10～12月期 ▲ 34.7 ▲ 33.2 ▲ 37.9 ▲ 26.3
１～３月期 ▲ 38.9 ▲ 39.2 ▲ 41.8 ▲ 32.2
４～６月期 ▲ 41.0 ▲ 37.3 ▲ 41.4 ▲ 29.2
７～９月期 見通し ▲ 36.7 ▲ 33.6 ▲ 39.1 ▲ 30.9

平成１１年
(1999)

平成１２年
(2000)

平成１３年
(2001)

実績

１　『福岡県内の中小企業の景況』（財団法人福岡県企業振興公社調査結果）
　　[ Business Survey of Smaller Enterprises in Fukuoka Prefecture ]
   ( by Fukuoka Prefecture Business Promotion Foundation )
（１）１３年４～６月期の概況
　　ア　売上、採算、資金繰でマイナス幅縮小するも、業況でマイナス幅拡大
　　　　　業況　　　：４期連続のマイナス幅拡大
　　　　　売上動向　：２期ぶりのマイナス幅縮小
　　　　　採算動向　：２期ぶりのマイナス幅縮小
　　　　　資金繰動向：３期ぶりのマイナス幅縮小
　　イ　業種別業況
　　　　　マイナス幅縮小：建設業、小売業、サービス業
　　　　　横ばい　　　　：なし
　　　　　マイナス幅拡大：製造業、卸売業
　

中小企業景況等ＤＩの推移
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（注）調査の概要
　　　　（１）調査方法………商工会議所、商工会の経営指導員及び中小企業団体中央会の情報連絡員が、県内中
　　　　　　　　　　　　　小企業を訪問し、聞き取り調査をおこなった。
　　　　（２）調査時期………平成１３年７上旬
　　　　（３）対象期間………平成１３年４～６月期の実績及び平成１３年７～９月期の見通し
　　　　（４）対象企業数……５４３企業
　　　　　　　　　　　　　　（建設業７９、製造業１４０、卸売業５１、小売業１６９、サービス業１０４）
　　　　（５）調査内容………業況、売上等の項目毎に対前年同期比で、「増加・不変・減少」又は「好転・不変・
                          悪化」など３段階で調査

［概　要  Summary ］
　　景況感は、厳しい状況が続いている。



 

景況感 売上高 経常利益 資金繰
４～６月期 ▲ 31.6 ▲ 31.0 ▲ 24.2 ▲ 9.6
７～９月期 ▲ 24.4 ▲ 21.0 ▲ 18.0 ▲ 16.0
10～12月期 ▲ 15.2 ▲ 11.5 ▲ 10.5 ▲ 11.6
１～３月期 ▲ 13.6 ▲ 10.0 ▲ 8.3 ▲ 2.6
４～６月期 ▲ 12.8 ▲ 8.6 ▲ 8.1 ▲ 0.4
７～９月期 ▲ 10.5 ▲ 12.4 ▲ 13.8 ▲ 8.1
10～12月期 ▲ 11.1 ▲ 3.3 ▲ 10.7 ▲ 5.0
１～３月期 ▲ 21.6 ▲ 17.8 ▲ 19.7 ▲ 11.4
４～６月期 ▲ 18.9 ▲ 15.6 ▲ 13.2 ▲ 3.3
７～９月期 ▲ 11.0 ▲ 4.1 ▲ 9.1 ▲ 7.1
10～12月期 ▲ 4.3 0.6 ▲ 3.5 ▲ 5.3

中小企業景況 [ Business Survey of Smaller Enterprises ]
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２　『九州の経営動向調査』（西日本銀行審査部調査部門調査結果）
　　　[ Business Survey in Kyushu Area ] ( by Nishi-Nippon Bank )
（１）平成１３年４～６月期の概況
　　ア　景 況 感：改善はしたものの、依然として「悪化」超
　　イ　売 上 高：改善はしたものの依然として「減少」超
　　ウ　企業収益：改善はしたものの依然として「減少」超
　　エ　資 金 繰：改善はしたものの、依然として「悪化」超

（注）調査の概要
　　　　（１）調査目的…………九州内企業の景況および設備投資動向の調査
　　　　（２）調査対象…………株式会社西日本銀行の主要取引先５７２社（今回の回答社数　３４３社　回答率
　　　　　　　　　　　　　　　６０．０％）
　　　　（３）調査方法…………アンケート方式
　　　　（４）調査時期…………平成１３年６月１日
　　　　（５）調査事項…………①業績総合判断　②売上高　③経常利益　④資金繰　⑤商品在庫
　　　　　　　　　　　　　　　⑥設備投資動向　⑦採用状況　⑧経営上の問題点
　　　　（６）景況動向は
　　　　　　　ＢＳＩで表示……ＢＳＩとは、「好転・増加・上昇」の企業割合から「悪化・減少・下落」の企業
　　　　　　　　　　　　　　　割合を差し引いた指標

九州内企業景況等ＤＩの推移

▲ 35.0

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

実績 見通し

４～６月期７～９月期10～12月期１～３月期４～６月期７～９月期10～12月期１～３月期４～６月期７～９月期10～12月期

平成１１年(1999) 平成１２年(2000) 平成１３年（2001）

景況感 売上高 経常利益 資金繰


	振興公社
	西銀

